
安全な暮らしのための情報技術研究会
海洋環境情報を用いた漁場予測（ほか）－海洋環境情報を用いた漁場予測（ほか）－

１）今、おいしい魚（イカ）を食べるために
「漁期・漁場」：いつ、どこにいるか？漁期 漁場」：いつ、どこにいるか？

２）これからもおいしい魚（イカ）を食べるために
「資源変動・管理」：増えてるか？減ってるか？
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「漁期 漁場」 いつ どこにいるか？

以外と知られていない魚（イカ）の生態、漁期・漁場
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例えば「スルメイカ」の例
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秋季発生系群主に日本海で5月～10月に漁獲される。

冬季発生系群は主に太平洋側で8月～12月冬季発生系群は主に太平洋側で8月～12月、
日本海で11月～2月に漁獲される。



１）今、おいしい魚（イカ）を食べるために
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１）今、おいしい魚（イカ）を食べるために
「漁期 漁場」 いつ どこにいるか？「漁期・漁場」：いつ、どこにいるか？

３ 月
海が冷たい季節

６ 月
日本海沿岸で

漁獲

９ 月
海が暖かい季節

山陰九州で漁獲 漁獲 北海道で漁獲
水温は気象庁のＨＰ（ＳＳＴ分布）より

日本海でスルメイカが多く分布する水温（7月1日）
＊これまでの調査結果を集計（日時・大きさ毎に異なる）
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＊これまでの調査結果を集計（日時・大きさ毎に異なる）
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日本海の水温分布図
（実際の観測結果とコンピューターによる計算で作成）（実際の観測結果とコンピューターによる計算で作成）

http://jade.dc.affrc.go.jp/jade/



スルメイカの分布を予測：水温の影響を推察

布水温分布図

スルメイカの
分布図
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さらに、地球温暖化によって、水温が上昇すると・・・
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１）今、おいしい魚（イカ）を食べるために
「漁期 漁場」 いつ どこにいるか？

以外と知られていない魚（イカ）の生態、漁期・漁場

「漁期・漁場」：いつ、どこにいるか？

以外と知られていない魚（イカ）の生態、漁期 漁場

漁期・漁場は季節的に変化漁期・漁場は季節的に変化
→ 水温等の海洋環境と深く関連

環境情報をもとに漁期・漁場の予測が可能
→ ＨＰ等で公開されている情報も利用ある
＊ただし（紹介例では）精度保証はしていません。

今回は「スルメイカ」の例を紹介

ただし（紹介例では）精度保証はしていません。



２）これからもおいしい魚（イカ）を食べるために
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2013年度のスルメイカの資源評価結果
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水産白書より
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乱獲の影響と判断される魚種もある
＊高価格 産業ニ ズの高い魚種が中心＊高価格・産業ニーズの高い魚種が中心
＊数が少なくなっても獲られる傾向にある。
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気候変動に大きく左右される魚種もある
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日本周辺海域における水温の変化
資料 気象庁のHPより資料：気象庁のHPより
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２）これからもおいしい魚（イカ）を食べるために
「資源変動 管理」 増えてるか？減 てるか？「資源変動・管理」：増えてるか？減ってるか？

どれくらい
捕 も捕っても

大丈夫か？

http://abchan.job.affrc.go.jp/pr/pamph_outline2007.pdf より
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我が国周辺（沿岸・沖合漁業）の資源状況 （http://abchan.job.affrc.go.jp/index1.html）

２）これからもおいしい魚（イカ）を食べるために
「資源変動 管理」 増えてるか？減 てるか？「資源変動・管理」：増えてるか？減ってるか？

国際資源（遠洋漁業）の資源状況 （ http://kokushi.job.affrc.go.jp/index‐2.html ）

２）これからもおいしい魚（イカ）を食べるために
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＜補足＞

「資源変動・管理」：増えてるか？減ってるか？

＜補足＞
・経済活動であることから、需要と供給の関係も重

ぎ要である。しかし、需要を優先しすぎると、乱獲にな
りやすい。り す 。

・資源状況を把握し 持続的な利用を考えながら消資源状況を把握し、持続的な利用を考えながら消
費することも、これからもおいしい魚（イカ）を食べる
ために重要

減ってる魚よりも 増えている魚を上手に

ために重要。

減ってる魚よりも、増えている魚を上手に
利用していこう！


